
平成１９年度事業報告 
 
 平成19年度は第二次長期10カ年計画2年目の年であり実際の活動の年でもあったが、5月12日の定期

総会において定足数が満たされず、法人化以来初めて総会が不成立となった年でもあった。このため総

会が7月21日に延期されることとなり、新規事業への着手も大幅に遅れることとなった。そのような中、

企画調整委員会を中心として組織の見直しを進めた結果、広報部に広報課と企画課を設置し、企画課に

おいては事業部との連携で公益事業に着手すべく企画立案に積極的に取り組んできた。また、事務局も

札幌北口に新事務局を設置し3月まで二事務局体制をとっていたが、この4月より事務局を札幌で一本化

し、新事務局には総務部と財務部を残し、調査部と渉外部は独立部署として活動できる様準備を進めて

きた。 
支部活動においては札幌支部への支援として札幌支部のブロック化、それに伴う人員配置を積極的に

進め、今後の学会誘致や研修会の企画・運営などの基盤作りを進めてきた。 
 この他例年通り、研修会の開催、学術誌、ニュースの発行、公益事業の開催、保険情報の提供・窓口

の設置、規約の検討などを滞りなく進めてきた。 
 会員動向としては平成20年3月31日現在、正会員総数が1,734名であり新規入会者196名、退会者50名、

資格喪失者26名、不明者5名で昨年度に対し118名の増員となった。支部別の会員数は以下の通りである

（カッコ内は総会員数に対する割合）。札幌支部773名(44.6%)、石狩支部117名(6.7%)、空知支部86名(5%)、

後志支部75名(4.3%)、日胆支部164名(9.5%)、道南支部107名(6.2%)、道北支部190名(10.9%)、十勝支部

86名(5%)、根釧支部66名(3.8%)、網走支部70名(4%)。 

 各部局の事業報告は以下の通りである。 

 
【事務局】 
［総務部］ 
１．会議運営 
1)定期総会；H19.7.21開催 
2)理事会；年8回開催  第1回 5月12日(拡大理事会)  第2回 7月21日 第3回 8月25日 第4回9月29日       

第5回11月17日（拡大理事会） 第6回 1月26日 第7回 2月23日 第8回3月15日  
3)三役会；年8回開催  第1回 4月16日 第2回 7月12日 第3回 8月22日 第4回 9月20日 第5回11月 8日 

             第6回 1月24日  第7回 2月21日 第8回3月12日   
２．定期刊行物の発送及び保管 
 ・士会ニュース（隔月発行）；年6回 4月 6月 8月 10月 12月 2月 
 ・名簿の作成；2008年3月 

３．公文書接受・発行；渉外関係、道士会役員、部局員等委嘱状 
４．新事務局（札幌駅北口）の開設；6/1登記、7月～使用開始 

４．事務所（難病連センター）管理；士会、学会関係物品等の保管 
５．慶 弔；祝電17件（入学式8件、養成校卒業式7件、その他2件） 
         弔電2件(会員、会計事務所） 
 
［調査部］ 
１．会員情報管理・保守 
２．道士会ホームページ作成・管理・更新 
３．OT協会会員管理システムの管理・運営 
４．道士会主催研修会申込み名簿作成  
５．会員統計資料の作成・提供 

 

［渉外部］ 
１．渉外(資料3) 
1)行政、他団体関連事業への協力・提言 
2)儀礼、新年交礼会出席 
3)日本作業療法士協会・都道府県作業療法士会連絡協議会関連 
4)他団体・当事者団体等への委員・講師派遣、後援協力 
  ・委員・講師派遣名簿（資料4） 
  ・名義後援依頼（資料5） 
  ・日本作業療法士協会及び北海道作業療法士会説明会；７校（会長） 
２．事業 



・いきいき福祉2007共同出展；10/12～14 
・道庁パネル展；7/26(木),27(金) 

 
［財務部］ 
１．平成19年度予算執行の管理 
２．平成19年度決算書の作成 
３．平成20年度予算案の作成  
４．会計事務所契約内容の見直し 
 

【学術部】 
１．平成19年度「北海道作業療法」編集、発行 

 ・北海道作業療法24巻第1号及び2号発行 
・投稿規定・執筆内容の改訂 

・編集委員会及び査読体制の見直し 

・北海道作業療法への投稿促進に関する検討 
２．学術奨励賞の選考（小樽学会） 
  ３名を選出（平成20年度総会にて表彰予定） 
３．学術情報の提供（機関誌への学術資料リスト掲載） 
 

【教育部】(資料6) 
１．講習会：5回／年 
２．新人研修会；18回／年（支部開催13回含む） 
３．現職者講習会；3回／年 
４．PT・OT合同研修会；1回／年 

５．生涯教育制度改訂に伴う新制度導入準備 
 
【福利部】  
１．新卒者の就職状況把握 

 平成19年度道内養成校新卒者：184名（道内就職者のみ；国試不合格者を除き既卒合格者を加算） 
２．新卒者への士会入会勧誘の実施 
  道内新就職者184名に対し郵送にて実施。 
３．新会員歓迎会 
  平成19年5月22日、総会後にクラーク会館にて実施。新人76名、先輩40名参加。 
４．団体保険管理・運営 
  年間対象者1000名にて契約更新 
５．研修会等での託児運営支援 

各支部における研修会で支援する従来の方法の他に託児情報の提供等を検討 
６．福利相談 
  福利相談件数０件、相談できる場の設定について検討中 
７．施設情報誌原稿作成 
  ニュース上に作成案内を掲載、施設情報はメールにて収集、名簿と合冊にて発刊 
８．第 2 次長期 10 カ年計画に基づいた新規事業の検討 
 人材バンク・座談会・懇親会・その他のイベント実施に向けて実態調査。各支部と連動しての実施方法 
を検討中 

９．平成20年新年交礼会実施 
  平成20年1月26日 札幌グランドホテルにて開催 

来賓22名 賛助会員6名 会員38名 計68名 
 
【広報部】                                                                         
＜広報課＞ 

１．道士会ニュース年6回発行（No71～76） 
２．編集マニュアルの作成 
３．サテライト通信体制の強化 
４．編集班複数化の検討 
５．原稿依頼手続きの整備 



 
＜企画課＞ 
１．OT啓発事業；UHB「石井ちゃんとゆく！」（2/14,21）にて放映 
２．次年度の事業企画の検討（リーフレットの作成等） 

  
【事業部】 
１．道庁パネル展；7/26(木),27(金) 

２．ドリコム主催「進学ガイダンス」への協力；OTブース設置（OT協会委託事業）；6/14(ロイトン札幌) 
３．OT啓発イベント開催；9/29(JR札幌駅西口イベント広場) 
４．事業部備品の貸し出し；道学会 
５．OT啓発グッズの開発；道士会オリジナルキャラクター3種類   
                折り紙セット（事業部用500、支部用500の計1,000セット） 

 
【保険部】 
１．保険関連の情報収集 

・HJネットによる情報収集、また、関連サイトより独自の情報収集 

・介護新聞の購読による介護保険関連の情報収集、 
２．士会員への情報提供 
 ・道士会ニュース（平成20年2月号）及びホームページへの診療報酬情報の掲載  
 ・メーリングリストによる情報伝達・交換；1回/週、その他適宜情報交換（担当理事、部員、事務局、登録施設；計17ヵ

所） 
３．保険相談；診療報酬改訂に伴うQ&Aの配布と窓口の設置 
４．保険関連集会への参加 

・NPO法人北海道病院協会「2008年度改訂直前医療経営セミナー（札幌1/19）；伊藤部長出席 

・OT協会主催診療報酬改定直前研修会(神奈川会場)；伊藤部長出席 
５．研修会の開催 

テーマ；OTの将来像を考えるべく～今、我々がすべきことは何か？～ 

開催日；H20.1.27(日)9:30～12:00 参加者31名 

講 師；保険部員 

会 場；西円山病院 

 

【常設委員会】 
［総会議事運営委員会］ 

・平成19年度第15回定期総会開催(7/21) 

 連記制の導入、封筒の工夫など 

 委任状回収率；43.9%(5月総会) → 78.3%(7/21) 

・平成20年度第16回定期総会開催準備及び運営（5/10） 
   
［学会評議委員会］ 
１．平成19年度第38回後志学会の支援 
２．平成20年度第39回石狩学会の支援 
３．平成21年度第40回学会(札幌支部予定)の学会長の検討 
４．平成22年度第41回学会以降の学会運営方法の検討 

５．「学会運営手引き（マニュアル）」の見直し 
６．平成19年度第38回後志学会の参加者の動向調査 
 
［選挙管理委員会］ 
１．平成19年度役員選挙の開催；5/12(総会時) 
 
［企画調整委員会］ 
１．各部局の理事担当割り当てについて検討 

２．第二次長期10ヵ年計画を基にした各部局の業務分掌の見直し 

 ・広報部に広報課及び企画課の設置を提案 

 ・事務局機能を総務と財務とし、調査部、渉外部は独立部署として機能させることを提案 

 ・事業部と広報企画課との業務連携について検討 



 ・その他の部局についても細部にわたり業務の見直しを実施 

３．士会業務の円滑化について検討 

 ・理事会、各部局、部員との情報伝達の流れについて検討 

 ・委嘱状の発行の徹底、名刺の作成について  
４．第二次長期10ヵ年計画達成に向けて 
 ・短期目標の明確化 
 ・優先順位の検討 
５．緊急且つ今日的課題への対応 
 ・学会のあり方について検討 

 ・第40回記念学会及び記念式典について 

 ・各部局次年度計画について 

 

【特設委員会】 
［規約検討委員会］ 
１．規程等の策定 
 ・賛助会員規程案の作成 
 ・危機管理マニュアルの作成 
 

［白書委員会］ 
・委員の選定；調査部員、福利部員他数名 

・アンケート内容の検討 

・統計処理システムの検討 

 

［40周年記念委員会］ 
・委員の選定；15～20名 

  
【支部連絡協議会】 
１．支部連絡協議会会議の開催 
  第１回会議； 5月13日（道士会総会時） 
  第２回会議；11月11日 
２．各支部の年度活動報告・計画、年度会計報告・予算、及び活動状況の集約と調整 
３．部局・委員会と支部間の連絡調整 
  教育部研修会の支部開催の見直しについて 


